
2 0 2 5年度ニュースピックアップ

13

vol.

02

学科ニュース
年間アクセス

授業で「もしバナゲーム」を
行いました（地域包括支援論A）

在宅医療や緩和ケア医療に関わる医師らによって作成

された「もしバナゲーム」を、福祉・心理学科1年の必修

授業で行いました。授業をとおして、学生たちは「自分ら

しく生きること」「自分らしく死ぬことを支えること」につい

て考え始めました。

学生制作「ホダカブック」贈呈式
2025年10月21日（火）

「車椅子ユーザーの外出の選択肢を増やす」ため、車い

すでも利用できる長崎市内の飲食店のバリアフリー情報

をまとめた「ホダカブック」。編集長の地域包括支援学科

の織田さんより、「ホダカブック」が大学に贈呈されまし

た。

2026年2月8日（日）

沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市）で開催され

た「第51回九州アンサンブルコンテスト」大学の部におい

て、長崎県代表として出場した本学吹奏楽部のフルート三

重奏が、銀賞を受賞しました。

学生サポーターによる活動

学生による学生生活支援の活動を行っている「学生サ

ポーター」。2025年度は、履修支援、研究室マップ作

成、試験対策支援、就職活動支援イベントなど、多岐に

わたるサポートや、禁煙やバスマナーの啓発ポスター作

成を行いました。活動の様子やその他の情報は学生サ

ポータのInstagramから！

［吹奏楽部］九州アンサンブル
コンテスト〈大学の部〉銀賞

令和6年度「全国学生調査」
ポジティブリストで高評価獲得

「全国学生調査」は、学生視点から教育や学びの実態

を把握し、各大学の教育改善、情報公表の推進、国の

政策立案への活用等を目的として、文部科学省が実施

する大規模調査。本学は「人文分野」で8項目において

学生に高い評価を受けた上位大学「ポジティブリスト」

にランクインしました。

2025年6月21日（土）

早坂成績優秀者奨学金表彰式

入学後の成績が優秀で、学びの姿勢に優れ、本学を活

性化する人材であると期待される学生を表彰する本学

独自の奨学金制度に基づき、学部2年から4年までの各

学年において、早坂賞、理事長賞、学長賞の表彰を行

いました。

https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/202510_news/ https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/20230621_news/Instagramはこちらからhttps://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/202507_fukushin/

https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/20260208_band/https://www.n-junshin.ac.jp/univ/news/20251021_news/
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本学教員の著作紹介
― Faculty Books ―

教授　三浦 佳代子（福祉・心理学科）

『こころの道具箱
臨床心理学エッセンス203』
宮川 淳／三浦 佳代子 著
KADOKAWA／2025年6月
ISBN 9784046075406

教授　坂本 雅彦（こども教育保育学科）

『ルネサンス教育論集』
〈イタリア・ルネサンス古典シリーズ〉

加藤 守通／伊藤 博明／坂本 雅彦 訳
知泉書館／2025年8月
ISBN 9784862854414

教授　古巣 馨（福祉・心理学科）

『預言者の言づて
かがんで聴いてそっと生きたら』
青栞舎／2024年7月
ISBN 9784911275023

人間関係や日常生活に役立つ臨床心理学の知見を分かりやすく紹
介。「やさしいけれど、浅くない」「専門家だけのものにしない。けれど、専
門家も満足できる」──そんなコンセプトのもと、心理学の専門性を大
切にしながらも、一般の方にも親しみやすい内容です。

坂本教授が翻訳を担当したのは、レオナルド・ブルーニ(Leonardo 
Bruni, 1370-1444)の『学問と文才について(De studiis et litteris)』
と題するラテン語の論考。真の意味での学識・教養を身につけるには、
何を、どう学ぶ必要があるかを説いたものです。

病気や貧困のなかで気高い「言づて」を託して逝った子どもたち。原爆の
日、乾パンを手渡し息絶えた上級生の「言づて」を生涯抱えもって生きた神
父。父の形見の服で決め込んで登校してきた本学の学生の「言づて」…。
健気な人生の一つひとつが、さまよう私をもとの道に連れ戻してくれました。
市井の預言者たちはひそやかで目立つことを恥じらいます。だから、「身をか
がめないと、大切なことも本当のことも聴こえてはこない。人の心も、神の思
いも」
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